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広島大学理学研究科 吉野正史 

本年度の研究実績は以下のとおりである． 

(1)  Borel 総和法とモノドロミーについての以下の論文を発表した． 

(2)  2015 年 10 月に広島大学で数理解析セミナーの研究集会を開催し，研究討論を行

った．また，広島大学数理解析セミナーで，通年で定期的に講演会を開催して，講演者

と研究討論を行った．詳細は広島大学数学専攻のホームページで公開されている． 

(3) 2015 年 3 月に広島大学で「複素領域の微分方程式、漸近解析とその周辺」の研究集

会を開催し，研究討論を行った．詳細は，吉野のホームページで公開されている． 

(4) 国立環境研究所の田中喜成主任研究員と環境リスク評価モデルへの漸近解析理論

の応用を行い，進化型３種捕食系を中心に研究した． 

(6) 2015 年 9 月に，ポーランドの Banach center で開催された研究集会で招待講演を

おこなった． 
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